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通期連結業績予想値と決算値との差異及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 平成 29 年２月 21 日に公表いたしました平成 29 年３月期（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日）

の通期連結業績予想値と本日公表の決算値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 また、平成 28 年８月３日に公表いたしました平成 29 年３月期の配当予想を修正することとしました

ので、あわせてお知らせいたします。 

 

  

●業績予想値と決算値の差異について 

平成 29 年３月期通期連結業績予想値と決算値との差異（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売 上 高  営 業 利 益  経 常 利 益  
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり  

当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 (A) 

(平成 29 年２月 21 日発表) 
207,000 5,700 4,600 5,900 249.14 

当 期 実 績  (B) 208,237 7,180 6,116 7,191 303.90 

増 減 額 (B-A) ＋1,237 ＋1,480 ＋1,516 ＋1,291  

増 減 率  (%) ＋0.6% ＋26.0% ＋33.0% ＋21.9%  

(ご参考)前期実績 

(平成28年３月期) 
215,872 10,000 8,806 1,700 71.80 

※平成 28 年 10 月１日を効力発生日として、普通株式 10 株につき１株の割合で株式併合を実施したた

め、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定して

います。 

 

 

差異の理由 

 平成 29 年３月期の業績につきましては、自動車・産業機械部品事業において、建設機械用足回り部

品等の販売数量が想定を上回るとともに、鉄鋼事業において、主原料である鉄スクラップ価格が想定を

下回ったこと等により、各事業セグメントの営業利益は前回予想を上回る実績となりました。また、営

業利益の増加によって、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益についても前回予想値を上回る実

績となりました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

●配当予想の修正について 

 年   間   配   当   金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

前 回 予 想 

(平成 28 年８月３日発表 ) 
― 1.00 ― 50.00 ― 

今 回 修 正 予 想    70.00 ― 

当 期 実 績 ― 1.00 ―   

前 期 実 績 

( 平 成 2 8 年 ３ 月 期 ) 
― 1.00 ― 5.00 6.00 

※平成 28 年 10 月１日を効力発生日として、普通株式 10 株につき１株の割合で株式併合を実施したた

め、平成 29 年３月期の１株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記

載し、年間配当金は、「－」として記載しています。株式併合を考慮しない場合の平成 29 年３月期の

期末配当金は７円となり、１株当たり年間配当金は８円となります。 

 

 

修正の理由 

 平成 29 年３月期の期末配当金の予想につきましては、通期連結業績が前回予想値を上回ったことを

踏まえて、既公表の配当方針及び平成 29 年３月までを取得期間とする自己株式の取得（取得価額の総

額 1,499 百万円）を勘案のうえ、第 1 四半期決算発表時（平成 28 年８月３日）の公表内容から 20 円増

額し、１株当たり 70 円とさせていただきます。 

 

 

以  上 


